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都道府県番号 ４２
都道府県名 長 崎 県

【 ①□ ②□ ③■ 】
＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 上県町立佐須奈小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ １ ７
１２

児童数 １５ １６ １７ ８ １８ ６ １ ８１

Ⅱ 研究の概要
（１） 研究主題

生 き 生 き と 学 び 合 う 子 ど も の 育 成
～算数科・指導法の工夫を中心として～

（２） 研究主題設定の趣旨

これからの社会を主体的に生きていくには，量的な知識や技能を押し込むのでは
なく，応用力の効く，かつ豊かに自分をつくっていくのに血となり肉となっていく
基本的な知識や技能を確実に身につけ，活用できる能力を養う必要があるというこ
とである。これから求められる新しい学力は，学習内容そのものよりも，その学習
にいかに関わり，一人ひとりの子どもが本来もっている意欲や思考力，判断力，表
現力を伸ばして豊かな自己形成を図っていけるかが問われるのである。

。 ，このようにとらえると学力と心の教育との一体化が重要になってくる なぜなら
心の教育は人間らしい心を育てる教育であり，人間としてどう生きるかを主体的に
考え，その実現に向けて日々の学習活動や生活を充実させていく子どもの育成を目
指しているからである。
以上のような理由から本校は，学力向上には一見遠回りにも見えるが，学力の育

成と同時に心の育成を図る研究に取り組むことにした。
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Ⅲ 研究の概要（選択した観点を中心に記述すること）
（１） 研究推進体制の工夫

校 長

研 究 班 会

教 頭

生活研究班

全体会小中連携推進委員会

研究推進委員会

授業研究班 学力研究班

低学年部会 高学年部会

情 報 研 究 班

◎は班長，部長

（２） 研究の実際
１ 算数科における指導方法の工夫
①指導方法・指導体制の改善

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年
児 童 数 １５ １７ １７ ８ １８ ６
ＴＴ ＴＴ専科 ＴＴ専科 ＴＴ専科 ＴＴ専科 ＴＴ専科 教 務

週 時 数 ４ ５ ５ ２ ５ ２
習熟度別 ○ ○ ○
主 担 当 担任・ＴＴ 担任・ＴＴ 担任・ＴＴ 担 任 担任・ＴＴ 担 任
②問題解決的な学習展開の工夫
③課題別・コース別学習の導入
④補充的・発展的な学習のための教材の開発
⑤学習状況の評価の工夫改善
２ 朝の活動に「読書 「算数チャレンジ 「音読・暗唱 「体力づくり・集会 「漢」 」 」 」
字チャレンジ」の時間を設定し，充実を図ることで基礎的・基本的技能の習熟を図
る。

３ 小中の連携を図るための共通理解と同じ目的に立った小中それぞれの実践を行う
ことにより，９年間のスタンスで見た学力の向上を目指す。

４ 学校生活において，あいさつ，礼節，健康などの基本的生活習慣と態度の徹底を
図る。また，総合的な学習の時間等において 「縦割り班を生かした体験活動」を，
行うことを通して，ものや人との豊かな関わり合いを持たせる等，心の基礎・基本
の向上を目指し，学力面への有益な効果をねらう。
５ 「国語科 「算数科」において，定期的に習熟の診断を行い，全校的な統計を出」
していく。そして，学力向上の研究課題を明確にし，研究の方途を明らかにする。

６ 本校の研究に関する「どん子も通信」の発行など情報を保護者に提供することに
より，地域を取り込んだ学力向上への取り組みを目指し，特色ある学校づくりの一
翼を担う。
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（３） 研究の成果と課題
１ 研究の成果

単元テスト 年度との比較14

単
元
テ
ス
ト

を昨年度と比較してみると，素点で 点，本校単元指数においても 点上がっ0.8 0.8
ている。特に５年生の伸びが顕著であった。５年生は平均素点で 点，本校単8.6
元指数では 点も向上している （別紙資料添付）５年生には，全国学力検査22.1 。
の結果において レベルの児童が２人いる。そしてまた，４領域の中で３領域がC
全国平均に達していないという大きな２つの実態からも，新年度からすぐに習熟
度別学習に計画的に取り組んできた。もちろん，そのねらいは「全児童に理解さ
せること」であり，単元テストの伸びはその成果の表れであろう。

２ 今後の課題

① 全職員が，問題解決学習の研究授業を頻繁に見せ合い，腕を磨く。そして，
新たな課題を発見し，今後に生かしていく。

② 問題解決学習のキーポイントとなる「練り上げ」の場面は 「表現力」と大，
， 「 」 。いに関わっていることからも 全校挙げて 表現力の向上 に取り組んでいく

以上の２点を大きな課題にし， 年度の研究内容を充実させていく。15
１ 研究の重点課題を絞り，実践力・指導力の向上を図る。
( ) 課題解決学習の研究1
( ) 表現力の育成2
２ 朝の活動の創意工夫
３ 小中の連携（小学校の基礎基本の確実な定着）
( ) 漢字検定制度の改良1
( ) 算数段位設定への新たな取り組み2
４ 心の基礎基本の定着と実践化
( ) 縦割り班活動の充実1
( ) 意欲を引き出す場の設定2
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５ 習熟の診断
( ) 学力テストの診断と分析1
( ) 単元テストの診断と分析2
６ 情報公開
( ) 学校だよりの発行1
( ) の内容の充実2 HP

（４） 研究成果の普及と方策

１ 学力向上フロンティア事業中間研究発表会開催（ ）H15.10.31
２ 対馬地区小学校教育課程研究協議会にて実践発表（ ７ ． ）H14. ,H15 7
３ ホームページ完成（ ． ）H15 9
４ 研究集録を島内全小・中学校へ配布（ ． ）H16 3

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ■ １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ■ ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■ Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 ■ 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■ 有 無

【特色ある取組事例としての紹介したいポイント】
・ 心の基礎基本」の充実が学力向上のために欠かせないことであるとし，心の「
教育の指導・研究を合わせて行っている。遠回りのようであるが，学力向上に
大きな効果があった。

・学力の診断と検証を，学校独自の方法で実施し，一人ひとりの学力の診断や学
校としての傾向を具体的な数字で表し，指導の効果を上げている。

・併設校の特色を生かし，中学校との連絡・協力を図っている。
・中学校の先生に，小学校で身につけてほしい学力等のアンケートを実施し
指導に生かす。

・中学校で実施している検定等を小学校で実施している。
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